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の光源には lKW タングステンランプを用い，紫外線除去のため UV フィノレターを併用した。単色
光の照射には同ランプを装備した Bausch & Lomb のモノクロメーターを用いた。
嫌気実験にはツンベノレグ型キュベットを用い，真空ポンプで排気した。吸収スペクトノレは島津 IV




















り， OOC にて 40時間放置しでも，その吸収スペクトノレ及び電子スピン共鳴シグナ jレには変化が認め
られなかった。しかし酸素との反応性は非常に強く，空気を導入すると速やかに元の酸化型酵素に戻
った口酵素活性は光照射前後で全く同一であり，光化学反応による酵素の失活は認められなかった。
4 ，セミキノン形成のメカニズム一一遊離フラピンのセミキノン形成メカニズムは Gibson らによ
って既に報告されており，還元型フラピンと酸化型フラビンが反応してセミキノンが形成される口し
かし D-アミノ酸々化酵素の場合には， 光化学反応において電子供与体となることが知られている
















1) D-アミノ酸酸化酵素に可視光線を照射すると，セミキノンを形成する。 2) 久保らの反応中
間体はセミキノンとは異なったものであり，また相互に変化し得ない。 3) D-アミノ酸酸化酵素の
セミキノン形成メカニズムは遊離フラビンの場合とは異なる。
これらの成績は斯学の発展に寄与するところ少なくないものと認める。
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